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図1.作品発表で使用された図面とその形式的特徴
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B: 建築要素A: 断面線
→発表ごとの図面を比較、各要素表現の変化を検討

：図面表現の変遷にみる〈具体〉と〈抽象〉の関係

D: 家具要素C: 周辺要素

『新建築』『新建築 住宅特集』誌に掲載された初出の作品発表記事
「未完の家」「篠さんの家」までの 16 作品を掲載
「軽井沢旧道の住宅（4分の 1円柱面）」までの 11 作品を掲載
『SD』誌での特集号で、31 作品を掲載
『新建築』誌英語版での特集号で、18 作品を掲載
ヨーロッパ巡回展に際して出版された図録で、30 作品を掲載
アメリカ、カナダ巡回展に際して出版された作品集で、32 作品を掲載
『建築文化』誌での特集号で、26 作品と 2つの計画案などを掲載
ドイツで出版された作品集で、15 作品を掲載
ギャラリー・間での個展に際して出版された作品集
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16 の
11 の
SD
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KB
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TOTO

註）『新建築』『住宅特集』誌
に発表された実施作品を扱
う。雑誌発表では、作品発表
記事とともに発表された論
考中に掲載された図面、およ
び巻末に掲載された詳細図
を含めて資料とした。

1. 序　　篠原一男は、20 世紀後半期の日本建築界を牽
引した建築家であり、主な設計対象とした私的な所有物
である住宅を、出版物を通して社会に発表することを重
視した。篠原の作品発表図面の表現は時代とともに変遷
し、特に後期の抽象的な図面と実体表現は多くの建築家
に影響を与えた。また竣工時の雑誌発表後も、作品集へ
の再録に際して図面の加筆、修正、再制作を行っており、
開口枠、家具、見えがかりの要素など様々な水準で表現
の変化を確認できる。こうした変化は、篠原の〈抽象〉
や〈具体〉といった空間認識の変容の反映と考えられる。
そこで本研究では、篠原の作品発表図面の種類を確認・
検証し、特に掲載回数が多い前期の作品について、平面
図の表現の内容とその変遷を検討することで、篠原の図
面表現における〈抽象〉と〈具体〉の関係を明らかにす
ることを目的とする。
2. 篠原一男の作品発表における図面
2-1. 使用された図面の種類と形式的特徴　　本研究で
は、篠原の作品を最初期から継続して掲載した『新建築』
誌および『新建築 住宅特集』誌での初出発表記事（以下、
雑誌発表とする）と、生前に篠原が編集に関わった、作

品集と主要な建築専門誌での特集号（以下、モノグラフ
とする）に掲載された図面を資料とする（表 1）。
　まず資料とした図面の種類、縮尺、図面記号といった
形式的特徴を整理した（図 1）1)。図面の種類は、すべ
ての発表で掲載されている平面をはじめ基本図が多くみ
られ、平面、断面、矩計、立面で捉えた。その他に平面
詳細図や展開図、斜投象図もみられた 2)。通時的にみると、
第 2 の様式までの作品は平面と断面を使用する場合が多
いが、第 3 の様式以降では立面を併せて掲載する傾向が
みられ、平面構成が主題であった第１の様式から、第４の
様式におけるかたちの構成へと展開する、篠原の作風の変
化を反映していると考えられる。
　図面の縮尺、図面記号は掲載書籍ごとに統一されてい
る。特に階段の上り下りを示す矢印や、入口記号、戸の
軌跡といった図面内に描かれる図面記号は、初期の雑誌
発表と『16 の』にみられ、以降の作品発表ではこれら
が省略されて単純化した図面表現となっている。
2-2. 作品発表図面の描き換え　　篠原の作品発表図面の
表現の変遷については、参考文献 1 で武田光史氏によっ
て言及されており、その内容を表 2 にまとめた。そこ
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図4. 平面図にみられる図面表現
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表2. これまでに提示されている図面表現の変遷 参考文献1より筆者作成
・篠原の図面表現は、『16 の』(1971) まで、『11 の』(1976)、『欧展』(1979) と 2 回大きく変化する。
・1979 年までに図面表現は確立し、その後は 1976 年のものと 1979 年のものを使い分ける。
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図5. 図面表現の変化
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1

では、70 年代を通じて抽象的な表現へと変遷し、特に
平面図が大きく変化したことが指摘されている（表 2）。
以降では、これらの指摘を考慮した上で、同一作品にお
ける図面表現の変遷やその特徴を検討するため、作品発
表回数が多い前半期の作品 3) を対象作品として、平面
図の図面表現を検討する（図 2）。
　対象作品の平面図を比較し、描き換えの有無を検討す
ると（図 3）、すでに提示されていたように 70 年代に
出版された『16 の』『11 の』『SD』『SADG』における
ほとんどの作品で描き換えを行なったことが確認でき、
さらに 80 年代以降の『KB』『TOTO』においても描き
換えを行なったことがわかった。一方で、『JA』『米展』

『Ernst』では対象作品の平面図がすべて発表済みのもの
であったため、以降ではこれらの資料を除き、雑誌発表
と 6 のモノグラフを分析対象とする。
3.平面図の図面表現とその変化
3-1. 要素の表現　　資料とした平面図にみられた図面表
現を、断面線と見えがかりの要素に大別し、見えがかりの
要素は建築要素、周辺要素、家具要素で捉え、その描き方
を具体度に応じて I 〜 III の段階に分類した（図 4）。それ
ぞれの要素では、詳細な形状や部材の割付を表現する場
合、それらを省略して輪郭を単純図形の組み合わせで示
す場合、要素を表現せずに省略する場合がみられた。
　家具要素では、図面表現を大幅に単純化した『欧展』
を含むすべての資料で、設備機器が省略されずに描かれて
おり、これらは住宅という建築の用途を示す上で重要な要

素であったと考えられる。また見えがかりの要素では、中
庭の床や地面、特定の家具などの要素で、背景色と異な
る色での塗り表現が施される場合がみられた。
3-2. 要素表現の変化　　前節で検討した図面表現につい
て、同一作品の平面図を比較し、それぞれの発表図面間
の表現の変化を検討した（図 5）。その結果、詳細に描か
れていた要素を矩形など単純図形の組み合わせに簡略化
する場合や、要素そのものを省略する｛抽象化｝、要素を
より詳細に描く場合や省略されていた要素を改めて表現す
る｛具体化｝とし、要素の移動や追加、および｛抽象化｝、｛具
体化｝を伴わない描き換えを｛変化｝として捉えた。



4. 図面表現の変遷にみる〈具体〉と〈抽象〉の関係
4-1. 表現の変化の総体　　前章で位置付けた表現の変化
を、作品ごとの図面表現の変遷として図 6 にまとめた 4)。
　全作品に共通する傾向として、｛抽象化｝の変化が多く
みられ、特に『16 の』から『欧展』にかけて図面表現を
大きく単純化したことが確認できた。さらに、『16の』から『欧
展』までに生じた変化を『KB』以降に生じた変化と比べる
と、すべての対象作品において前者の方が後者よりも変化
の数、種類ともに多かった。このことは、70 年代に図面
表現の抽象化が進んだとする既出の指摘内容と合致する。
　さらに図 6 から読み取れる特徴として、雑誌発表から『16
の』までに多くの変化が生じていたことが指摘できる。また、
大きく図面表現が変化した 70 年代以降は『11の』と『欧展』
での図面を使い分けたとされていたが、『KB』『TOTO』で
も新たな変化が生じており、なかでも｛具体化｝や｛変化｝
が多くみられた。
4-2. 図面表現の変化パタン　　以上で検討した描き換え
のプロセスのなかで、特徴的な変化の組合せや、特定の
部位や室に特化した変化を見出し、これらを変化パタンと
して整理した（図 7）。変化パタンは、断面線や建築要素の
表現により建築の輪郭を明確にする［輪郭］と、家具要素
によって室の用途を記号的に表現した［記号］で捉えた。
　［輪郭］は、内外境界に関する《外周》と、建物内部に
関する《室内》に大別でき、《外周》では開口枠を簡略化
することで柱型などの構造体を明示する【架構明示】、内
外境界となる敷居の外部側に線を加筆して建築物の外周
部を明示する【外周明示】、内外境界となる開口部の枠を
省略せず建築物の輪郭を明示する【枠明示】、開口枠の省
略により内外境界を曖昧に表現する【枠消去】がみられ、

《室内》では、開口枠や造り付け家具の省略によって室の
輪郭を簡略化する【室単純化】、室内に表れる柱型を省略
して室の輪郭を簡略化する【柱型省略】、トイレや風呂の
出入口枠を省略せずに水回りの領域を明確に表す【水回り】
がみられた。
　また［記号］では、省略されていた家具を改めて表現す
るか新たに家具を追加して室の用途を示す【家具追加】、
軸性を持った家具配置に描き換える【家具軸性】、対称性
を持った家具配置に描き換える【家具対称】がみられた。
4-3. 変化パタンにみる図面表現の変遷　　前節で抽出し
た変化パタンを作品ごとに検討し、図 8 に整理した。
　【室単純化】【水回り】は第 1 の様式から第 3 の様式に
偏りなくみられ、表現を単純化しながら機能を持った部分

を示す、篠原の図面表現の変遷に一般的な傾向といえる。
　【架構明示】は木造真壁造の作品を中心に、第１の様式
の作品で多くみられた。さらに、「白の家」「から傘の家」
では同時に【柱型省略】がみられ、同一作品の同じ要素
に対して、その表現を場所ごとに変化させたと考えられる。
ここでは、第１の様式に特徴的な設計手法である「分割」
の構成を表す、外壁面に表出した架構を表現しながらも、
室の輪郭を矩形に単純化しようとする図面表現の試みをみ
てとることができる。
　また第１の様式で【枠明示】が多くの作品にみられたが、
第２の様式ではすべての作品に【枠消去】がみられた。こ
のことは各様式における構法の違いが背景として指摘で
き、第１の様式ではひとつの建築物が完結した構成を持つ
ような枠周りの図面表現が採用された一方で、第２の様式
では「亀裂が連続を喚起する」と述べているように、ひと
つの建築物を超えて空間が連続し、壁面が断片化したよう
な表現が採用されたといえる。
　さらに【家具軸性】は第１の様式の作品で、【家具追加】
は第３の様式の作品にみられる。これらは「正面性」や、
機能を持った具体的な部分の「接合」を志向した晩年の篠
原の主題を反映していると考えられる。
　以上より、篠原は平面図を単純化した表現に変化させて
いくなかで、「分割」、「正面性」といった設計理念や、自
ら位置付けた「様式」を明快に表すものとして、描き換え
のプロセスを通じて変遷していったと考えられる。
5. 結　　以上、篠原の作品発表図面について、作品発表
で用いられた図面資料を整理し、前半期の作品の平面図
の図面表現とその変遷を検討した。その結果、篠原によ
る図面の描き換えにみられる表現の変化を明らかにし、特
徴的な表現の変化パタンを位置付けた。これにより、篠
原が 70 年代から自身の作品を「様式」に位置付けて捉え
直していくとともに、過去の作品の図面に対して、抽象化
だけでなく具体化を伴って要素の表現を選択的に使い分
け、その表現を変遷させていたことから、篠原が図面の描
き換えにおいて、自身の設計理念を直截に伝達することが
できるような図面表現を試行しつづけていたといえる。
参考文献 1) 武田光史 , 「変遷し続けた発表図面の表現」『篠原一男 住宅図面』, 彰国社 , p.146-

147, 2008.
註 1) 発表作品は、雑誌発表の初出順とした。なお、「様式」の位置付けは『TOTO』に準じた。

2) 図面の種類について、作品発表時の誌面での名称は作品発表ごとに異なるが、壁体内部
を白抜きで表現したものを「平面図」「断面図」、断面全体を描いて部材を表現したもの
を「矩計図」とする。また、平面形状を保ちながら部分を省略して部材の構成を表現し
たものを「平面詳細図」とする。なお、「から傘の家」の雑誌発表（sk6210）では、平
面で部分を省略せずに部材の構成を表現した図面が掲載されているが、壁体内を白抜き
で表現した平面図の掲載がないことから、これを平面図に準ずるものとして扱った。

3)『新建築』『住宅特集』誌に発表された実施作品のなかで、『16 の』および『11 の』に
掲載された計 26 作品を 3 章以降の分析対象とした。

4) 図面を大きく単純化した『欧展』以降の発表では、『SD』以前の図面を元に描き換えを
行なっていたと推測でき、表現の変化が最小となるように描き換えのプロセスを定めた。



図7. 特徴的な変化パタン

図8. 変化パタンからみた図面表現の変遷
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